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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
Ｗ
ａ
ｙ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
８
８
Ｐ

【
作
者
名
】

　
革
裂
 

空
き
呼

【
あ
ら
す
じ
】

　
自
由
の
為
に
、
大
切
な
人
の
為
に
、
自
分
の
道
を
貫
く
為
に
…
…
…
ど
こ
ま

で
出
来
ま
す
か
？

絶
対
的
な
力
を
持
っ
た
王
族
の
支
配
か
ら
自
由
を
も
ぎ
取
り
に
行
く
大
馬
鹿
者

の
お
話
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＆
ｌ
ｔ
；
楽
園
と
反
逆
と
…
…
＆
ｇ
ｔ
；
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す
。

批
判
、
評
価
、
感
想
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ふ
れ
た
お
話
で
す
が
、
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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＆
ｌ
ｔ
；
楽
園
と
反
逆
と
…
…
＆
ｇ
ｔ
；

ラ
ズ
フ
ル
歴
１
２
３
０
年
～
～

突
如
世
界
を
襲
っ
た
爆
発
と
異
変
…
…
…

世
界
は
、
爆
発
と
共
に
現
れ
た
、
絶
対
的
な
力
を
持
っ
た
邪
悪
な
る
王
族
が
支

配
す
る
地
獄
と
化
し
た
。

爆
発
と
異
変
か
ら
逃
れ
た
人
々
は
、
王
族
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
自
由
、
権
利
を

奪
わ
れ
執
拗
な
迫
害
を
受
け
て
い
た
。

そ
う
、
こ
の
物
語
は
自
由
の
為
に
戦
っ
た
大
馬
鹿
者
の
お
話
。

～
～
～
～
序
章
～
～
～

／
プ
ロ
ロ
ー
グ
／

＞
楽
園
建
国
＜

ラ
ズ
フ
ル
歴
１
２
５
０
年
～
～
～

魔
道
都
市
オ
ー
デ
ィ
ル
に
て
…
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か
つ
て
、
此
処
は
沢
山
の
魔
道
師
や
召
喚
師
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
廃
墟
同
然
。

絶
大
な
力
の
前
に
、
自
由
を
奪
わ
れ
、
抗
う
事
を
忘
れ
、
王
族
に
迎
合
し
た
人

々
が
住
ま
う
都
市
。

深
夜
…
…
…
…

ハ
ァ
ッ
、
ハ
ァ
ッ
、
ハ
ァ
ッ
…

人
が
全
く
い
な
い
路
地
裏
に
逃
げ
込
む
人
影
。

人
影
は
、
王
族
軍
に
追
わ
れ
て
い
る
。

迷
路
の
様
な
路
地
裏
を
巧
み
に
走
り
、
一
人
二
人
と
巻
い
て
行
く
。

「
何
処
へ
逃
げ
た
！
貴
様
ら
、
一
人
相
手
に
何
時
ま
で
か
か
っ
て
る
！
」

隊
長
と
思
わ
れ
る
男
の
怒
声
が
響
い
て
い
る
。

人
影
は
物
陰
に
隠
れ
、
様
子
を
伺
う
。

バ
タ
、
バ
タ
ッ
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人
影
が
、
フ
と
王
族
軍
か
ら
目
を
離
す
と
何
か
が
、
倒
れ
る
音
が
し
た
の
で
、

慌
て
て
確
認
す
る
と
、
軍
人
は
全
員
地
面
へ
と
沈
ん
で
い
た
。

充
満
す
る
む
せ
返
る
様
な
、
血
の
臭
い
…
…

月
明
か
り
の
中
に
、
一
人
の
男
だ
け
が
立
っ
て
い
た
。

少
し
だ
け
見
え
た
顔
は
、
返
り
血
で
汚
れ
、
手
に
は
、
剣
が
握
ら
れ
て
い
た
。

男
は
、
人
影
に
気
づ
く
と
歩
み
寄
っ
た
。

人
影
は
、
気
圧
さ
れ
そ
の
場
か
ら
動
く
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
追
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
？
ま
た
、
直
ぐ
に
追
っ
手
が
く
る
。
こ
っ
ち
だ
…
…
」

男
は
、
人
影
の
腕
を
掴
み
走
り
出
す
。

走
り
な
が
ら
も
、
襲
い
来
る
王
族
軍
を
斬
り
捨
て
、
血
の
雨
を
降
ら
せ
て
行
く
。

ど
れ
だ
け
の
人
を
斬
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
太
陽
が
昇
り
始
め
る
頃
に
、

な
っ
て
よ
う
や
く
男
は
、
走
る
の
を
や
め
た
。

明
る
く
な
っ
た
事
で
、
人
影
は
、
青
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

先
刻
ま
で
の
、
暗
闇
を
写
し
た
様
な
黒
い
髪
と
目
を
持
ち
、
精
悍
な
顔
つ
き
を

し
て
い
る
。
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ま
た
、
青
年
と
同
様
に
男
の
容
姿
も
ハ
ッ
キ
リ
と
確
認
出
来
る
。

赤
い
髪
、
銀
の
瞳
…
…

衣
服
は
、
返
り
血
で
汚
れ
、
王
族
軍
を
斬
っ
て
い
た
剣
は
鈍
く
銀
色
に
光
っ
て

い
る
。

男
は
無
駄
や
隙
が
な
い
動
き
で
、
青
年
の
方
へ
と
向
き
直
る
。

「
あ
の
追
わ
れ
様
…
…
…

正
規
居
住
者
で
は
、
あ
る
ま
い
。

研
究
所
か
ら
の
脱
走
者
だ
ろ
う
？
」

オ
ー
デ
ィ
ル
の
外
れ
に
あ
る
非
道
な
人
体
実
験
を
行
う
研
究
所
の
存
在
は
、
そ

こ
に
住
ま
う
者
な
ら
ば
誰
も
が
、
知
っ
て
い
る
。

よ
り
強
靭
な
、
よ
り
忠
実
な
、
よ
り
機
械
的
な
兵
士
を
作
り
出
す
為
に
、
沢
山

の
人
間
が
収
容
さ
れ
て
い
る
。

収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
殆
ど
は
、
王
族
軍
へ
の
反
逆
を
試
み
た
若
者
だ
。

青
年
が
真
実
を
突
き
付
け
ら
れ
、
言
葉
に
詰
ま
る
。
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「
な
ん
だ
。
違
う
の
か
？
」

男
は
、
鼻
で
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
答
え
な
い
の
な
ら
、
王
族
軍
に
突
き
出
す
ま
で
だ
が
…
…
」

青
年
は
、
意
を
決
し
て
言
葉
を
紡
ぐ
。

「
違
い
ま
せ
ん
…
…
…

で
も
、
俺
は
も
う
、
自
由
を
奪
わ
れ
て
生
き
て
る
の
は
沢
山
な
ん
だ
！
！

も
し
、
あ
ん
た
が
邪
魔
す
る
な
ら
、
俺
は
あ
ん
た
を
殺
し
て
で
も
此
処
か
ら
…
」

「
此
処
か
ら
出
て
ど
う
す
る
。
 

王
族
の
支
配
が
及
ん
で
い
る
の
は
、
オ
ー
デ

ィ
ル
だ
け
で
は
な
い
。
 

あ
れ
程
、
美
し
か
っ
た
ラ
シ
ベ
ー
ナ
の
都
も
今
も
此

処
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ん
。
」

男
は
、
青
年
の
言
葉
を
遮
り
静
か
に
語
る
。

「
く
っ
！
 

そ
ん
な
の
分
か
っ
て
る
！
 

だ
っ
た
ら
、
俺
が
そ
の
場
所
を
作
っ

て
や
る
！

こ
ん
な
、
世
界
は
俺
が
ぶ
っ
壊
す
！
！
」

青
年
の
怒
声
が
路
地
中
に
響
き
渡
り
、
や
が
て
静
寂
が
訪
れ
る
。

男
は
顔
色
を
変
え
ず
、
小
馬
鹿
に
し
た
よ
う
に
話
す
。
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「
ほ
う
…
…
…

若
い
者
が
考
え
る
事
は
違
う
な
。
お
前
に
出
来
る
か
？
」

「
出
来
る
か
出
来
な
い
か
じ
ゃ
な
い
…
…
…

や
る
か
、
や
ら
な
い
か
だ
。

周
り
に
い
た
奴
ら
は
、
警
備
が
厳
重
だ
か
ら
ビ
ビ
っ
て
、
あ
の
糞
み
た
い
研
究

所
か
ら
に
げ
よ
う
と
す
ら
し
て
な
か
っ
た
。

出
来
な
い
か
ら
、
や
ら
な
い
奴
ら
ば
っ
か
り
だ
。
」

青
年
の
力
強
い
言
葉
に
、
さ
っ
き
ま
で
淡
々
と
し
て
い
た
男
は
目
を
見
開
い
た
。

「
小
僧
…
…
…
…
…

い
や
、
勇
敢
な
若
者
よ
。

名
を
教
え
て
く
れ
。
」

「
グ
レ
ン
。

グ
レ
ン
・
リ
リ
エ
ル
。
」

「
グ
レ
ン
・
リ
リ
エ
ル
。

良
い
名
前
だ
。

俺
は
お
前
に
光
を
、
希
望
を
見
た
。

お
前
の
作
る
楽
園
に
、
俺
も
加
え
て
く
れ
な
い
か
？
」

グ
レ
ン
は
、
男
の
言
葉
に
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
だ
っ
た
が
、
次
第
に
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
た
。
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「
も
、
勿
論
！

あ
ん
た
が
、
着
い
て
来
て
く
れ
れ
ば
、
楽
園
ま
で
近
道
が
出
来
る
！

え
っ
と
…
…
…
名
前
は
？
」

「
ジ
ェ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ー
ル
だ
。

好
き
な
様
に
呼
べ
、
楽
園
の
王
よ
。
」

喋
り
な
が
ら
、
ジ
ェ
ス
ト
は
グ
レ
ン
の
前
で
、
膝
を
お
っ
た
。

そ
の
様
は
、
即
位
し
た
ば
か
り
の
若
い
王
に
、
先
代
か
ら
仕
え
る
騎
士
が
忠
誠

を
誓
う
そ
れ
に
良
く
似
て
い
た
。

「
そ
ん
な
…
…
…

立
っ
て
く
れ
。

で
も
、
あ
の
…
…
…
そ
の
…
…
…
俺
が
…
…
…
」

グ
レ
ン
は
何
か
言
い
づ
ら
い
事
が
あ
る
の
か
、
口
篭
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
ど
う
し
た
？
ハ
ッ
キ
リ
と
言
え
。
」

「
た
だ
、
俺
み
た
い
な
小
僧
が
王
で
良
い
の
か
な
っ
て
…
…
…

ジ
ェ
ス
ト
の
方
が
、
威
厳
が
あ
っ
て
…
…
…
」
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グ
レ
ン
の
言
葉
か
ら
一
拍
お
い
て
ジ
ェ
ス
ト
に
笑
い
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

「
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
、
ハ
ハ
ッ
、
」

人
気
の
な
い
、
路
地
裏
に
本
当
に
お
か
し
く
て
堪
ら
な
い
と
い
っ
た
笑
い
声
が

響
く
。

「
何
が
可
笑
し
い
ん
だ
よ
！

笑
い
過
ぎ
だ
！
」

「
や
は
り
若
い
者
が
考
え
る
事
は
違
う
な
！

作
る
の
は
、
お
前
だ
。
グ
レ
ン
。

お
前
以
外
の
誰
が
な
る
の
だ
。
胸
を
張
れ
。
」

そ
う
い
っ
て
、
立
ち
上
が
り
グ
レ
ン
の
首
に
腕
を
回
す
。

「
パ
ー
ッ
と
、
建
国
記
念
に
行
く
か
。
王
よ
。

今
日
の
酒
は
美
味
い
ぞ
。
」

「
俺
ま
だ
、
１
９
な
ん
だ
け
ど
…
…
…
」

グ
レ
ン
が
照
れ
隠
し
の
様
に
悪
態
を
つ
く
。
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「
気
の
せ
い
だ
。

気
に
す
る
な
。
」

ま
だ
、
陽
も
高
い
う
ち
か
ら
酒
場
へ
と
二
人
の
影
は
消
え
て
行
っ
た
。

ラ
ズ
ル
フ
歴
１
２
５
０
年
～
～
～

魔
道
都
市
オ
ー
デ
ィ
ル
に
て
…
…
…
…

小
さ
な
小
さ
な
反
旗
が
翻
っ
た
。

グ
レ
ン
・
リ
リ
エ
ル

ジ
ェ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ー
ル

そ
う
、
こ
の
物
語
は
二
人
が
自
由
の
為
に
、
楽
園
の
為
に
戦
う
お
話
。
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＆
ｌ
ｔ
；
楽
園
と
反
逆
と
…
…
＆
ｇ
ｔ
；
（
後
書
き
）

こ
の
後
、
ま
だ
続
く
予
定
で
す
…
…
…

も
う
少
し
お
付
き
合
い
下
さ
い
。

暖
か
く
見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

UnderWay
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Ｄ
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